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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 少 な く と も 一 つ 以 上 の 反 応 器 モ ジ ュ ー ル を 有 す る 半 導 体 工 程 処 理 装 置
で 半 導 体 素 子 を 製 造 す る 方 法 に お い て 、
　 半 導 体 基 板 の 上 部 に 第 １ 導 電 層 を 形 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ 導 電 層 を パ タ ー ニ ン グ 及 び エ ッ チ ン グ し て 下 部 電 極 を 形 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 処 理 装 置 の 反 応 器 内 で 、

化 学 気 相 蒸 着 工 程 を 適 用 し て 前 記 下 部 電 極 上 に キ ャ パ シ タ 用 誘 電 膜 特 性 を 有 す る タ ン
タ ル 窒 化 酸 化 膜 を 形 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 に 上 部 電 極 を 形 成 す る 段 階 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体
素 子 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 を 形 成 し た 反 応 器 と 同 一 の 反 応 器 で 、 前 記 半
導 体 基 板 を イ ン サ イ チ ュ プ ラ ズ マ 洗 浄 す る 段 階 を 前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 の 形 成 段 階 前 に
先 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 素 子 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 プ ラ ズ マ 洗 浄 段 階 で ハ ロ ゲ ン 元 素 含 有 気 体 の プ ラ ズ マ を 用 い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 半 導 体 素 子 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 プ ラ ズ マ 洗 浄 段 階 で ハ ロ ゲ ン 元 素 含 有 気 体 に 非 活 性 気 体 を 混 合 し
て 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 半 導 体 素 子 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 プ ラ ズ マ 洗 浄 段 階 で 、 ハ ロ ゲ ン 元 素 含 有 気 体 の プ ラ ズ マ を 、 水 素
成 分 を 含 有 し た 気 体 の プ ラ ズ マ と 一 緒 に 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 半 導 体
素 子 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 下 部 電 極 と し て 導 電 性 不 純 物 の ド ー プ さ れ た シ リ コ ン 膜 、 窒 化 金
属 膜 、 ノ ー ブ ル 金 属 膜 、 耐 火 物 金 属 膜 、 ニ ア ノ ー ブ ル 金 属 膜 及 び 伝 導 性 酸 化 膜 か ら な る 導
電 性 薄 膜 群 よ り 選 択 さ れ た い ず れ か 一 つ を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体

蒸 着 圧 力 を １ ｍ Ｔ ｏ ｒ ｒ ～ １ ０ ０ Ｔ ｏ ｒ ｒ 範 囲 内 で 、 蒸 着
温 度 を ３ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ℃ 範 囲 内 で そ れ ぞ れ 設 定 し 、 タ ン タ ル 原 料 と し て Ｔ ａ Ｃ ｌ ５ ， Ｔ ａ
［ Ｎ （ Ｃ Ｈ ３ ） ２ ］ ５ ， Ｔ ａ （ Ｏ Ｃ ２ Ｈ ５ ） ５ － ｎ （ Ｏ Ｃ Ｈ ２ Ｃ Ｈ ２ Ｏ Ｃ Ｈ ３ ） ｎ ， Ｔ ａ
［ Ｎ （ Ｃ ２ Ｈ ５ ） ２ ］ ５ 及 び Ｔ ａ （ Ｏ Ｃ ２ Ｈ ５ ） ５ か ら な る タ ン タ ル 成 分 を 含 ん だ 化 合 物
群 （ 但 し 、 ｎ は １ ≦ ｎ ≦ ４ を 満 た す 整 数 ） よ り 選 択 さ れ た 少 な く と も １ つ の 化 合 物 を 使 用
す る



素 子 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 下 部 電 極 と し て プ ラ ズ マ ド ー プ の 施 さ れ た 、 キ ノ コ 突 起 を 有 す る
多 結 晶 シ リ コ ン 膜 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 素 子 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 に 対 し て 界 面 特 性 及 び 膜 質 を 改 善 す る た め に
、 こ れ を プ ラ ズ マ 処 理 す る プ ラ ズ マ 処 理 段 階 で あ っ て 、 前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 の 形 成 工
程 が 行 わ れ た 反 応 器 と 同 一 の 反 応 器 も し く は 低 酸 素 雰 囲 気 を 通 し て 移 動 し た 他 の 反 応 器 で
前 記 プ ラ ズ マ 処 理 段 階 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 素 子 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 プ ラ ズ マ 処 理 段 階 で 酸 素 成 分 含 有 化 合 物 気 体 、 窒 素 成 分 含 有 化 合
物 気 体 及 び 水 素 成 分 含 有 化 合 物 気 体 か ら な る 気 体 群 よ り 選 択 さ れ た い ず れ か 一 つ の プ ラ ズ
マ を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 半 導 体 素 子 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 上 部 電 極 と し て 導 電 性 不 純 物 の ド ー プ さ れ た シ リ コ ン 膜 、 窒 化
金 属 膜 、 ノ ー ブ ル 金 属 膜 、 耐 火 物 金 属 膜 、 ニ ア ノ ー ブ ル 金 属 膜 及 び 伝 導 性 酸 化 膜 か ら な る
導 電 性 薄 膜 群 よ り 選 択 さ れ た い ず れ か 一 つ を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導
体 素 子 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　

　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　

　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　

。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　
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前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 の 形 成 段 階 で 、 前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 の
形 成 の た め の 反 応 ガ ス と し て Ｔ ａ Ｃ ｌ ５ と 酸 素 含 有 気 体 と 窒 素 含 有 気 体 と を 用 い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 素 子 の 製 造 方 法 。

前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 の 形 成 段 階 で 、 前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 の
形 成 の た め の 反 応 ガ ス と し て Ｔ ａ ［ Ｎ （ Ｃ Ｈ ３ ） ２ ］ ５ 或 い は Ｔ ａ ［ Ｎ （ Ｃ ２ Ｈ ５ ） ２ ］

５ と 酸 素 成 分 含 有 気 体 と を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 素 子 の 製 造 方
法 。

前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 の 形 成 段 階 で 、 水 素 成 分 含 有 気 体 、 非 活 性
気 体 及 び 非 活 性 元 素 含 有 気 体 か ら な る 気 体 群 よ り 選 択 さ れ た 少 な く と も い ず れ か 一 つ の 気
体 を さ ら に 添 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 素 子 の 製 造 方 法

前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 の 形 成 段 階 で 、 前 記 タ ン タ ル 窒 化 酸 化 膜 の
形 成 段 階 で 用 い ら れ る 気 体 を プ ラ ズ マ に よ っ て イ オ ン 化 し て 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 半 導 体 素 子 の 製 造 方 法 。
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